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ある．今回，Linux 用のイベントトレーサである Linux Trace Toolkit Next Generation 
(LTTng)と，ログ表示解析ツールである Linux Trace Toolkit Viewer (LTTV)をベースとして，
分散環境における性能解析システムを実装した．まず，ログの対応関係をとるため，パケッ






また, 本研究では, LLTng を利用して実時間システムの性能上の問題を発見する実験をお
こなった. 実時間システムでは, 正確に決められた時間にタイマーをトリガーすることが
重要である. しかし, Linux のような複雑なＯＳでは様々な要因によりタイマーのトリガー
の遅延が生じる. 現状では, その詳細な原因を追究した研究は存在しないので, Linux の実





して, 分散処理, ネットワーク処理に適した機能を持つ汎用 OS と実時間処理に適した機能
を持つ実時間 OS（RTOS）の共存を可能にするマイクロカーネルの研究を行っている. 
ローカルノードに関する詳細な情報の取得には実時間処理が必要とされ, そのための機








を持つ汎用 OS が必要となる. RTOS もネットワーク処理が可能なものもあるが, 多くの場合
その機能は制限されたものであり, 広域環境における相互接続性, 分散処理を行ううえで
必要となるミドルウェアの機能といった面から, 汎用 OS の使用が望ましい. 
そこで本研究では汎用 OSと RTOS の共存を可能にするアーキテクチャの研究を行っている.
具体的な実装としては, 汎用 OS として Linux、RTOS としてμITRON を用い, これらを仮想マ
シンモニタ（VMM）上に実装するハイブリッド環境を構築している. また, VMM を軽量化し、
また VMM 上で OS を動作させるにあたって OSに適した仮想化を行なうことで, 実装および実
行オーバヘッドを抑える. 
Linuxは大きく複雑なOSであり, またバグフィックスや機能拡張のためにバージョンアッ
プが頻繁である. 従って, paravirtualizationを用いた場合, 導入コスト, 維持コスト共に
非常に大きくなる. そのため, できるだけ単純な改変で VMM 上に汎用 OS を動作させること
ができる仮想化手法を開発した. 一方, μITRON は Linux と比較するとはるかに小さく単純
なである. また, 通常 RTOS には安定性が最優先されるためバージョンアップは希である. 
また, 小さな組み込み用プロセッサでも動作するようになっているため, プロセッサの複






コルの提案と評価を行い, 提案によるデータ配信の安定性向上効果を示した. また, コンテ
ンツ配信の性能, ならびに信頼性向上に帰着する動的コンテンツの管理手段, 並びに DHT
網におけるコンテンツの複製手段についても検討, 報告を行った. また, センサーネットワ













いなかった. また, 昨年度は予備経路構築による（短期的な）障害対策を提案, 評価しており, 
長期的な障害対策となる本方式を組み合わせることで, より可用性の高い P2P 型データ配
信が可能になる. また, 安定度の定義は任意であり, 現在は信頼性向上により直接的に貢献
するメトリックの検討と, より柔軟なメッシュ網拡張の検討を行っている. 
このほか, 動的コンテンツの管理手段, 並びに DHT 網におけるコンテンツの複製手段に
ついても検討, 報告を行った. 前者は動的に内容が更新されるコンテンツの複製手段に関す
るものであり, コンテンツを細分化し, その部分毎の更新先を人気度とネットワーク状況に
応じて決定する. 後者は DHTに代表される構造化 P2Pにおけるコンテンツ複製に関するも
のであり, コンテンツの人気度に応じて検索と複製を協調させることで, より効率的な負荷




る SLAMと呼ばれるアルゴリズムを利用し, ロボットに内蔵されたセンサ （ー加速度等）と
複数の通信相手からの無線強度を組み合わせた位置推定の実験評価を行った. その結果とし
て, 通信相手の配置によって精度が変わること（特に人の往来によって変動する, 無線特性






た. 本年度は多数地点における測定を実際に行い, データの分析を行った. ここで用いた技
法はDark IPと呼ばれるものである. すなわち, 通常のマシンには割り当てられていない IP
アドレス, 未使用のはずのアドレスを観測する. このようなアドレスには通常のパケットは







るルータの flow dataを分析する. flow dataは多くのルータが標準的に備えている機能であ




いて, 通信品質の測定方法を研究した. 昨年度には, ごく小規模な実験用ネットワークを用




る方法を考案した. 本研究では, 閲覧動作の特徴を時系列で分析する, たとえば, 一人の利
用者の閲覧履歴でも, 通常と異なる動作をした場合には, それを発見することができる. 
 
今後の展望は下記のとおりである. 
 自律分散的な経路制御プロトコルに関しては, 国際学会の動向として, 対象がより柔軟
性の高いメッシュ系トポロジーに移行しており, 筆者らもまたメッシュ網拡張に重点を
置いた検討を進めていく. コンテンツ複製に関する検討も同様である. 一方, センサー
ネットワークに関しては, 現時点では高々数ノードの検討にとどまっており, より大規
模な実験, 評価を進めていく予定である. 







平成 19年度は, 平成 18年度に研究開発を行った「情報の生成（あるいは出現）シーケンス
に着目した分析手法」を, 様々なアプリケーションに対して適用し, その効果を検証した. な
お, 平成 19年度はノイズの少ないデータを対象として検証を行った. 
まず, テキストを対象とした類似度判定への適用例として, Web上のデータを対象に著作
権違反コンテンツの発見が可能かどうかについて検証を行った. 図１に全体構成を示すよう
に, seed text（著作権を持つオリジナルテキスト）を入力すると Chunkerにより文節単位に
分解され, 次に Query Generatorで文節単位の n-gramが出力される. 本システムでは nと
して3を採用している。Query Generatorで生成された3-gramは商用検索エンジンへQuery
として送信され, 検索結果のURLに基づきCandidate page Getterにより当該URLのWeb
ページが取得される. 取得されたページを式(1)により類似度判定し類似度が 0.3以上のもの
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